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町民体育祭の1コマ
阿権の選手のみなさんおつかれ
さまでした。



議　会　だ　よ　り平成23年12月 （２）

平
成
22
年
度

一
般
会
計
決
算
報
告

平成22年度　一般会計歳入歳出決算対前年比較
（歳入） （単位：千円） （単位：千円）（歳出）

科目別歳出状況
（単位：千円）



議　会　だ　よ　り 平成23年12月（３）

《一般会計決算まとめ》
歳入歳出差引残高　　226,006（千円）
翌年度繰越額　　　　126,006（千円）

科目別歳入状況
（単位：千円）

平成22年度　各特別会計歳入歳出決算額
（単位：千円）



議　会　だ　よ　り平成23年12月 （４）

　当決算審査特別委員会に付託されました、平成２２年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他７特別会計歳入歳

出決算について、去る９月２０日に決算審査特別委員会を開き、審査した結果についてご報告申し上げま

す。

　まず、開会直後に執行部より決算書の内容について詳細説明を求め、それを受けて各委員よりあらゆる方

向から質疑があり、財政難の中にあって予算が有効かつ適正に運用されているか審議をいたしました。

　一般会計においては、病害虫防除に対しての具体的な効果、不能欠損額、収入未済額、土地売却収入の中

身等についての質疑がありました。

　また、要望として

　１．成果説明書の中身について具体的な成果、今後の展望、課題等 建設的な成果説明書に来年度からは

　　　改めること。

　２．事業をする際は、早く計画的に執行すること。

　３．予算計上は、1年分を精査して編成すること。

　４．不用額があまりにも大きいので、今後は 不用額を少なくしてその分を町民のために使うこと。

　５．畜産振興のため経済課を中心に三町の改良委員会とも連携して研修会等を実施すること。

　６．ふるさと雇用再生特別基金事業の決算報告をすること。

　　　以上の要望がありました。

　続いて、ほーらい館については、民間委託、指定管理者制度に移行する考えがあるかとの質疑に対し、執

行部からは近い将来民間委託したいとの答弁であった。

　また、成果説明書は、数字の羅列のみではなく、具体的な説明を入れるようにとの提言があった。　　　

採決の結果、

　平成２２年度伊仙町一般会計歳入歳出決算、

　平成２２年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、

　平成２２年度伊仙町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算、

　平成２２年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算、

　平成２２年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、

　平成２２年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算、

　平成２２年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算、

　平成２２年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算

については全会一致で認定することと決定しました。

　以上で、委員長報告を終わります。

（特別委員長　杉並 廣規）

平成22年度 伊仙町一般会計歳入歳出

決算他7特別会計歳入歳出決算

審査特別委員会委員長報告



議　会　だ　よ　り 平成23年12月（５）

平成２３年　第３回伊仙町議会定例会　全議案
（会期９／１３～２２）

平成２３年 第３回伊仙町議会定例会 陳情・発議一覧

番 　 号 議　　　　案　　　　名 採 決 結 果

報 告 第 3 号 平成２２年度健全化判断比率 可 　 決

報 告 第 4 号 平成２２年度資金不足比率 可 　 決

議案第３３号 高齢者等肉用牛導入基金条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第３４号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第３５号 伊仙町税条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第３６号 伊仙町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第３７号 平成２３年度伊仙町一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

議案第３８号 平成２３年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第３９号 平成２３年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

議案第４０号 平成２３年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第４１号 平成２３年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

同 意 第 ２ 号 伊仙町教育委員の選任について 同 　 意

認 定 第 １ 号 平成２２年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ２ 号 平成22年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ３ 号 平成22年度伊仙町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ４ 号 平成22年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ５ 号 平成22年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ６ 号 平成22年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ７ 号 平成22年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 ８ 号 平成22年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 　 定

番 　 号 件　　　　　　　名 採 決 結 果

陳 情 第 ６ 号 町道ハナサキ線の排水処理について 採 　 択

陳 情 第 ７ 号 川内原発増設計画の中止などを求める意見書の採択について 採 　 択

陳 情 第 ８ 号 陳情書 採 　 択

陳 情 第 ９ 号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉参加反対に関する陳情書 採 　 択

陳 情 第 1 0 号 川内原発に関する陳情書 文 書 配 布

発 議 第 8 号 川内原発増設計画の中止などを求める意見書 原 案 可 決

発 議 第 9 号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉参加反対に関する意見書 原 案 可 決

発 議 第 1 0 号 「離島振興法」の改正・延長を求める意見書 原 案 可 決



議　会　だ　よ　り平成23年12月 （６）

問　

防
災
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
よ
り

全
国
の
各
市
町
村
の
防
災
対
策

が
大
き
く
見
直
さ
れ
、
津
波
対

策
や
防
災
マ
ッ
プ
、
防
災
訓
練

の
再
確
認
や
合
同
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
伊
仙
町
の
防

災
マ
ッ
プ
で
の
避
難
所
の
面
縄

小
学
校
の
児
童
生
徒
な
ら
び
に

教
職
員
の
避
難
経
路
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答　

面
縄
小
学
校
は
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
災
害
を
機
に
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
る
中
で
避
難
所

の
指
定
を
外
し
て
お
り
ま
す
。

　

避
難
経
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
を
出
て
古
里
集
落
か

ら
検
福
集
落
へ
抜
け
、
上
面
縄

集
落
の
方
々
の
支
援
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
避
難
所
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
面
縄
中
学

校
へ
の
経
路
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
又
、
琉
議
員
の
ご
指
摘
の

通
り
、
災
害
と
い
う
の
は
想
定

の
範
囲
内
を
超
え
る
事
は
一
つ

の
教
訓
に
な
り
、
可
能
な
限
り

防
災
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
方
々
、
学

校
関
係
者
と
の
検
討
を
重
ね
て

避
難
路
を
西
側
に
、
裏
山
へ
の

階
段
の
設
置
や
周
辺
河
川
の
整

備
に
も
今
後
出
て
く
る
課
題
も

検
討
し
な
が
ら
次
に
備
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
問　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
に
つ

い
て

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
利
用
に
よ
っ

て
防
災
関
係
や
町
内
情
報
が
わ

か
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
大
き
な
成
果
だ
と
思

い
ま
す
が
、
災
害
時
の
機
能
に

つ
い
て
、
先
日
、
雷
雨
で
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
が
被
害
を
受
け
利
用

で
き
な
か
っ
た
と
言
う
声
が
あ

り
ま
す
が
、
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
で
、
も
し
落
雷
等

の
災
害
で
故
障
が
生
じ
た
場
合

に
、
保
険
で
対
応
す
る
事
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
停
電
の

場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
含
め
て

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
も
機
能
し
ま

せ
ん
の
で
、
災
害
時
の
連
絡
体

系
は
、
防
災
無
線
で
二
十
四
時

間
稼
働
し
ま
す
の
で
こ
の
防
災

無
線
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

財
政
に
つ
い
て

　

各
種
税
の
徴
収
率
向
上
対
策

に
つ
い
て
は
ど
の
様
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
、
徴
収
対
策
室

の
そ
の
後
の
活
動
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

町
長
以
下
全
職
員
が
徴

収
に
当
た
る
全
員
体
制
で
臨

み
、
サ
ー
ビ
ス
制
限
条
例
の

検
討
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

等
、
色
々
な
形
で
徴
収
に
取
り

組
み
、
集
落
担
当
制
や
財
産
調

査
、
預
金
調
査
、
差
し
押
さ
え

処
分
の
検
討
等
の
対
策
も
進

め
、
確
実
に
徴
収
し
滞
納
額
を

減
ら
す
取
り
組
み
を
一
生
懸
命

行
っ
て
い
ま
す
。
徴
収
対
策
室

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
滞
納

対
策
に
重
き
を
置
い
て
各
課
長

と
協
議
を
し
、
平
成
24
年
度
は

徴
収
対
策
室
と
滞
納
対
策
室
を

併
設
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

問　

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

障
が
い
児
教
育
の
養
護
学
校

分
校
を
農
業
高
校
跡
地
に
要
望

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ

の
後
の
状
況
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
又
、
農
業
高
校

跡
地
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

地
方
分
権
が
進
ん
で
い
る

中
で
、
伊
仙
町
議
会
が
養
護
学

校
設
置
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
全
郡
議
員
大
会
で
採
択
さ

問　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

　

カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

状
況
の
把
握
は
で
き
て
い
る
の

か
。

答　

平
成
22
年
度
の
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
状
況
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
に

関
し
て
は
９
．
９
ｈ
ａ
の
面
積

が
被
害
を
受
け
、
金
額
に
し
て

２
２
８
万
円
程
度
、
サ
ツ
マ

イ
モ
が
約
10
ａ
で
12
万
円
程

度
で
す
。
カ
ラ
ス
被
害
に
関
し

て
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
他
に
家
畜
飼
料

を
食
い
荒
ら
す
被
害
が
出
て
い

て
、
こ
の
被
害
金
額
が
40
万
円

程
度
出
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

永岡議員

れ
た
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
大

変
画
期
的
な
政
策
で
あ
る
と
高

く
評
価
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

現
状
は
県
と
交
渉
中
で
、
鹿

児
島
県
議
会
に
お
い
て
は
、
生

徒
数
の
確
保
等
に
つ
い
て
ま
だ

ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
状
況
も

含
め
て
、
継
続
審
議
中
で
あ
り

ま
す
。
今
後
の
跡
地
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
養
護
学
校
問
題

が
具
体
的
に
進
ん
で
き
た
こ
と

で
、
当
初
の
計
画
か
ら
養
護
学

校
敷
地
を
除
い
た
部
分
を
伊
仙

町
に
無
償
譲
渡
す
る
案
で
県
と

交
渉
中
で
あ
り
ま
す
。

琉議員



議　会　だ　よ　り 平成23年12月（７）

問　

被
害
対
策
は
、
ど
の
よ
う

に
や
っ
て
い
る
の
か
。

答　

イ
ノ
シ
シ
の
対
策
と
し
て

は
一
頭
に
つ
き
、
１
万
円
の
報

償
費
を
出
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

あ
ま
み
の
方
で
一
頭
５
千
円
の

報
償
費
を
出
す
と
い
う
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
に

関
し
て
は
、
今
年
30
羽
分
の
報

償
費
を
組
ん
で
実
施
を
し
て
い

ま
す
。
伊
仙
町
で
は
捕
獲
カ
ゴ

を
二
基
設
置
し
て
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
伊
仙
町
で
は
８
月
23

日
に
町
長
、
副
町
長
、
猟
友
会

他
11
名
の
メ
ン
バ
ー
で
伊
仙
町

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

町
営
住
宅
計
画
に
つ
い
て

来
年
度
か
ら
の
建
設
地
域
及
び

戸
数
に
つ
い
て

答　

西
部
地
区
を
中
心
に
、
今

後
５
年
間
で
50
戸
の
建
設
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
現
在
東
犬

田
布
に
亀
戸
団
地
に
14
戸
建
設

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て

は
、
木
之
香
、
糸
木
名
２
団
地

に
そ
れ
ぞ
れ
６
戸
ず
つ
12
戸
の

住
宅
建
設
計
画
を
し
て
お
り
ま

す
。
他
の
地
区
に
つ
き
ま
し
て

も
平
成
25
年
度
以
降
、
喜
念
、

馬
根
、
阿
権
、
阿
三
等
か
ら
要

望
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
要
望

地
区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後

順
次
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

現
在
町
営
住
宅
入
居
希
望

の
待
機
者
は
、
何
人
い
る
の

か
。

答　

８
月
末
現
在
で
、
40
人
の

待
機
者
が
お
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
10
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
施
行
中
の
亀
戸
団
地
の
入
居

を
希
望
し
て
い
ま
す
。
残
り
30

名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
全

域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
建
設
課

と
し
て
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

環
境
問
題
に
つ
い
て

　

資
源
ゴ
ミ
の
ス
チ
ー
ル
缶
、

ア
ル
ミ
缶
の
処
理
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し

て
プ
レ
ス
処
理
を
し
て
い
る
と

思
う
が
、
プ
レ
ス
処
理
後
は
ど

の
よ
う
に
処
置
し
て
い
る
の

か
。

答　

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶

の
プ
レ
ス
後
の
処
理
で
す
が
、

島
内
の
解
体
業
者
に
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

金
額
は
ア
ル
ミ
Ａ
が
１
㎏
当

り
１
０
０
円
、
ア
ル
ミ
Ｂ
が
１

㎏
50
円
、
ス
チ
ー
ル
が
１
㎏
15

円
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
処
理
能
力
が
５
時
間
で

13
ｔ
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
順
調
に
稼
働
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
こ

れ
だ
け
の
収
益
が
あ
れ
ば
、
資

源
ゴ
ミ
袋
は
無
償
に
で
き
な
い

か
、
も
し
く
は
各
集
落
、
各
種

団
体
で
自
主
財
源
作
り
を
町
全

体
で
取
り
組
め
な
い
か
。

答　

収
集
袋
に
関
し
ま
し
て

は
、
広
域
連
合
の
ほ
う
で
も

そ
う
い
う
議
論
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
広
域
連
合
の
ほ
う
も
自

主
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
一
時
は
収
集
袋
の
値
段
を

下
げ
よ
う
と
い
う
時
期
も
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
、
そ
う
い
っ
た
議
論
は

な
い
状
況
で
す
が
、
今
各
校
区

で
子
ど
も
た
ち
、
婦
人
部
の

方
々
が
自
主
的
に
集
め
て
自
主

財
源
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
み
た
場
合
に
、
無
料

化
と
い
う
こ
と
も
今
後
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域

連
合
の
ほ
う
で
議
論
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動

（
農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
）
に
つ
い
て

　

今
年
度
で
事
業
は
終
了
す
る

が
、
来
年
度
か
ら
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

答　

こ
の
制
度
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
５
年
間
の
時
限
立
法
で

あ
り
ま
し
て
、
今
年
度
で
終
了

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
、
県
に

問
い
合
わ
せ
し
て
い
ま
す
が
、

継
続
か
終
了
す
る
か
、
ま
だ
目

途
が
立
っ
て
な
い
状
況
で
す
。

　

水
土
里
サ
ー
ク
ル
は
各
集
落

が
住
民
自
治
と
い
う
形
で
、
こ

れ
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
も
連
動

し
て
非
常
に
評
価
さ
れ
る
事
業

で
あ
り
ま
す
。
ほ
ぼ
５
年
間
限

定
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
土
地
改
良
事
業

の
全
国
的
な
予
算
が
削
減
さ
れ

て
き
た
中
で
、
こ
の
水
土
里
サ

ー
ク
ル
活
動
は
ソ
フ
ト
事
業
と

し
て
高
く
、
要
望
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
こ

の
事
業
が
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
国
、
県

に
強
く
継
続
で
き
る
よ
う
に
要

望
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　

国
、
県
が
継
続
で
き
な
い

場
合
、
町
独
自
で
こ
の
よ
う
な

対
策
事
業
が
で
き
な
い
か
。

答　

国
、
県
が
こ
の
事
業
を
継

続
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
集
落

の
ま
と
ま
り
、
団
結
そ
し
て
環

境
問
題
へ
の
意
識
が
高
く
な
っ

て
き
た
こ
と
、
ク
リ
ー
ン
作
戦

と
の
連
携
も
う
ま
く
い
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た

場
合
は
費
用
対
効
果
を
考
え
て

も
、
有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
住
民
自
治
と

い
う
も
の
を
み
ん
な
が
求
め
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て
、
新
し
い
村
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
検
討
を
し
て
い
く
価
値
は
充

分
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問　

徴
税
等
の
滞
納
に
対
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て答　

私
ど
も
も
平
成
23
年
の
４

月
１
日
か
ら
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
い
ろ
い
ろ
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
実
施
に
向

け
て
幾
つ
か
の
問
題
点
を
残
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
の

解
決
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
今
、
税
務
課
と
一
緒
に
研

究
協
議
中
で
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
税
の
公
平
な
負
担
、
こ
れ
を

確
保
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も

や
は
り
必
要
で
は
な
い
か
と
現

段
階
で
は
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。

問　

飼
い
猫
の
適
正
な
飼
養
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

答　

徳
之
島
保
健
所
に
お
い

て
、
三
ヶ
町
と
徳
之
島
保
健

所
、
名
瀬
保
健
所
、
奄
美
市
の

環
境
省
奄
美
自
然
保
護
官
事
務

所
の
方
々
と
徳
之
島
ノ
イ
ヌ
、

ノ
ネ
コ
対
策
検
討
会
が
あ
り
ま

し
て
、
奄
美
市
他
四
町
村
が
条

例
制
定
さ
れ
、
10
月
１
日
に
施

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
町
も

ぜ
ひ
条
例
制
定
に
向
け
て
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
三
町
で
希
少
野
生
生
物

保
護
の
た
め
の
奄
美
市
の
条
例

を
参
考
に
し
て
条
例
制
定
に
向

け
て
協
議
検
討
し
、
三
町
同
時

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

答　

議
会
だ
け
で
な
く
て
こ
の

自
治
基
本
条
例
と
い
う
こ
と
で

行
政
も
含
め
た
自
治
体
全
体
を

含
め
て
の
基
本
条
例
と
い
う
流

れ
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
一
括
法
が
２
０
０
０

年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
地
方
自

治
体
の
権
限
が
大
き
く
増
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
同
時
に
議
会

議
員
の
意
識
改
革
等
は
質
問
す

る
力
、
質
問
力
の
向
上
と
同
時

に
議
会
の
政
策
立
案
能
力
と
い

う
も
の
が
今
ま
で
以
上
に
必
要

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
た
議
会

基
本
条
例
は
、
私
は
絶
対
に
必

要
で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
か
ら

は
議
会
基
本
条
例
な
く
し
て
は

自
治
体
の
発
展
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
い
う
状
況
に
ま

で
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
議
会
の
方
々
の
今
ま

で
以
上
の
勇
気
と
奮
起
を
お
願

い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

阿
三
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
点
検
、

管
理
状
況
、
救
急
ヘ
リ
の
訓
練

に
つ
い
て

答　

現
在
、
環
境
整
備
、
除
草

は
伊
仙
町
消
防
団
鹿
浦
分
団
の

方
々
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
電
気
の
点
検
等
は
役
場

の
消
防
担
当
が
行
っ
て
い
ま

す
。
自
衛
隊
の
年
間
計
画
に
基

づ
き
発
着
陸
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
又
県
防
災
ヘ
リ
が
今

月
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

入
口
の
道
路
、
阿
三
ヘ
リ

ポ
ー
ト
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

答　

サ
ー
ク
ル
Ｈ
内
の
表
示
、

陥
没
部
分
、
う
回
路
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

町
内
で
の
特
別
支
援
学
級
は

何
人
で
何
学
級
か
、
先
生
の
配

置
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

伊
仙
小
学
校
に
三
人
、
面

縄
小
学
校
に
一
人
、
伊
仙
中
学

校
に
一
人
、
面
縄
中
学
校
に
一

人
各
学
校
に
特
別
支
援
学
級
の

担
任
そ
し
て
町
独
自
の
支
援
員

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

問　

大
島
養
護
学
校
の
分
校
設

置
に
向
け
て
伊
仙
小
学
校
、
伊

仙
中
学
校
で
の
特
別
支
援
学
級

活
性
化
を
図
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　

専
門
性
の
高
い
教
員
を
加

配
し
て
い
き
、
先
生
が
特
別
支

援
学
級
に
出
向
い
て
担
任
の
相

談
を
受
け
た
り
、
指
導
を
行

う
。
児
童
の
送
迎
等
保
護
者
と

の
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
で
す
。

杉並議員

常　議員
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※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議
会
の
う
ご
き

平
成
23
年
９
月

５
日　

平
成
23
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
告
示

９
日　

打
越
衆
議
院
議
員
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　

（
ほ
ー
ら
い
館
）
全
員
協
議
会
、
総
務
文
教
厚
生

　
　
　

常
任
委
員
会
、
議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

（
議
会
委
員
会
室
）

12
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

13
日　

平
成
23
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
開
会

14
日　

徳
之
島
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ
ぽ
宿
泊
研

　
　
　

修
開
会
式
に
全
議
員
が
参
加

　
　
　

（
旧
徳
之
島
農
業
高
等
学
校
体
育
館
）

16
日　

一
般
質
問
（
琉
議
員
、
永
岡
議
員
、
杉
並
議
員
、

　
　
　

常
議
員
）

18
日　

中
学
校
体
育
祭

20
日　

伊
仙
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
他
７
特
別
会　

　
　
　

計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
特
別
委
員
会

21
日　

視
察
調
査
（
町
内
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
箇
所
の
確　

　
　
　

認
等
）

22
日　

平
成
23
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
閉
会

30
日　

関
西
徳
州
会
伊
仙
町
出
身
者
と
の
懇
談
会
に
議

　
　
　

員
が
出
席
（
犬
田
布
）

平
成
23
年
10
月

１
日　

鹿
浦
・
馬
根
小
学
校
運
動
会

２
日　

他
小
学
校
運
動
会

７
日　

介
護
保
険
組
合
議
会
（
徳
之
島
町
）

９
日　

町
民
体
育
祭

12
日　

伊
仙
町
農
業
生
産
50
億
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

議会構成が変わりました。
　新しく議会運営委員会委員長、総務文教厚生常任委員会委員長に杉並 廣規議員が、議会広報委員会委員
長に琉 理人議員が互選されました。

伊仙町議会構成

議　長 常　　隆之

経済建設常任委員会
委 員 長 清水　喜玖男
副 委 員 長 琉　　　理人
委 　 　 員 永岡　　良一
委 　 　 員 明石　　秀雄
委 　 　 員 佐藤　　隆志
委 　 　 員 福留　　達也
委 　 　 員 伊藤　　一弘

総務文教厚生常任委員会
委 員 長 杉並　　廣規
副 委 員 長 前　　　徹志
委 　 　 員 美島　　盛秀
委 　 　 員 上木　　　勲
委 　 　 員 樺山　　　一
委 　 　 員 永田　　　誠
委 　 　 員 常　　　隆之

議 会 運 営 委 員 会 委員長／杉並 廣規　副委員長／清水 喜玖男、前　徹志、琉　理人、伊 藤一弘
徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 永岡 良一、前　徹志、永田　誠
徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 琉　理人、樺山　一、佐藤 隆志
徳之島愛ランド広域連合組合議員 上木　勲、明石 秀雄、福留 達也
議 会 選 出 監 査 員 樺山　一
議 会 広 報 委 員 会 委員長／琉　理人　副委員長／清水 喜玖男、杉並 廣規、前　徹志、伊藤 一弘

副議長 伊藤　一弘

PP参加阻止・米軍基地徳之
島移設断固反対総決起大会

　11月13日（日）ほーらい館前広場において国会議員、県
議会議員、農業関係者、関係機関約2,000人参加のもと、Ｔ
ＰＰ参加阻止に向けて総決起大会が行われました。
　ＴＰＰに参加した場合、農業だけでなく関連産業にも大
きな影響が出ます。未来の徳之島、いや日本のためにも絶
対にＴＰＰ参加を阻止しましょう。

Ｔ
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委
員
長
　
琉
　
　
理
人

副
委
員
長
　
清
水
喜
玖
男

委
　
　
員
　
杉
並
　
廣
規

委
　
　
員
　
伊
藤
　
一
弘

委
　
　
員
　
前
　
　
徹
志

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

国
内
は
基
よ
り
世
界
中
で
起

き
て
い
る
自
然
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と
い
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よ
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に
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対
す
る
認
識
や
対
策
、
訓
練
の

重
要
性
を
再
認
識
し
、
自
然
災

害
の
み
な
ら
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人
的
災
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に
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注
意
、
関
心
を
常
日
頃
か
ら
持

ち
、
行
動
で
き
る
体
勢
造
り
が

肝
要
で
あ
り
ま
す
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徳 之島障がい者支援センターいっぽの宿泊研修に参加

徳 田 毅 衆議院議員へ
要望書提出

越 あかし 衆議院議員との意見交換会打

　離島医療サミット
参加のため来島され
ていた徳田 毅 衆議院
議員に「農業農村整
備事業・地籍調査事
業・イネヨトウ（メ
イチュウ）の防除，
対 策 の 推 進 に つ い
て」琉経済建設常任
副委員長より要望書
を提出しました。

　９月９日にほーらい館において議員，執行部参加のもと，国
政報告の後に活発な意見交換会が実施されました。
①　目手久闘牛場建設について
②　日本の食料自給率が非常に低く，義務教育に「農業」とい
　う科目を導入できないか
③　障がい者と長寿者の農業への参画について
④　水道老朽管敷設替え工事について
　など他にもたくさんの意見が出されました。この意見に対し
てていねいにお答えいただきました。
　また，清水 喜玖男経済建設常任委員長より打越 あかし 衆議
院議員に「農業農村整備事業・地籍調査事業について」要望書
を提出しました。

　いっぽの宿泊研修が９月１４日〜１５日に旧徳之島農業高

等学校体育館で実施され，開会式・昼食会に全議員で参加しま
した。会員の皆さんは，「疲れ」を忘れてほーらい館のジム，
プール，夜のバーベキュー，カラオケ，風船バレー等を楽しん
でいました。
　閉会式では会員から「楽しかった」とのお礼の言葉をたくさ
んいただきました。中でも一番印象に残ったのは「一日も早く
養護学校分校を造ってください」という言葉でした。　　　　
　現在，我々伊仙町議会は分校設置に向けて取り組んでおり，
より一層決意を強くしました。

議会中継が
始まる

　平成２３年１２月議会より議会中継を伊
仙町ホームページ上で実施する予定です。
「町民に身近な議会を目指しています」ぜ
ひご覧ください。


